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回 開催日 主な議事

第1回 令和2年 8月25日 委員委嘱、会長選出・副会長指名、新基本構想における論点整理ほか

第2回 令和2年 9月17日 部会審議の進め方、現基本構想に基づく取組の進捗状況

第3回 令和3年 3月18日 新基本構想の骨格、将来像の検討方法

第4回 令和3年 5月12日 新基本構想の答申(案)、杉並区が目指すべきまちの姿

第5回 令和3年 6月 3日 新基本構想の答申(案)、パブリックコメントと説明会の実施

第6回 令和3年 9月 2日 パブリックコメントへの対応方針について

第7回 令和3年 9月14日 答申、審議会委員挨拶

（２）部会

回 開催日 主な議事

第1回 令和2年10月21日 審議の進め方、個別テーマ「危機管理」検討

第2回 令和2年11月 5日 個別テーマ「まちづくり」検討

第3回 令和2年12月 2日 個別テーマ「産業、みどり」検討

第4回 令和2年12月16日 審議の総括

回 開催日 主な議事

第1回 令和2年10月23日 審議の進め方、意見交換

第2回 令和2年11月 6日 個別テーマ「医療・健康」検討

第3回 令和2年11月27日 個別テーマ「環境」検討

第4回 令和2年12月18日 個別テーマ「福祉」検討

第5回 令和3年 1月15日 審議の総括

回 開催日 主な議事

第1回 令和2年10月19日 審議の進め方、意見交換

第2回 令和2年11月 9日 個別テーマ「子ども、子育て」検討

第3回 令和2年12月 3日 個別テーマ「文化、スポーツ」検討

第4回 令和2年12月14日 個別テーマ「学び」検討

第5回 令和2年12月21日 審議の総括

回 開催日 主な議事

第1回 令和2年10月20日 審議の進め方、個別テーマ「行財政運営」検討

第2回 令和2年11月 4日 個別テーマ「ＩＣＴ（情報通信技術）」検討

第3回 令和2年12月 1日 個別テーマ「協働」検討

第4回 令和2年12月15日 審議の総括

回 開催日 主な議事

第1回 令和3年 2月13日 新基本構想の骨格、将来像の検討方法

第2回 令和3年 4月 1日 新基本構想の答申（素案）

第3回 令和3年 4月16日 新基本構想の答申（案）、概ね１０年後の区の将来像

第4回 令和3年 4月24日 新基本構想の答申（案）

第5回 令和3年 5月22日 新基本構想の答申（案）、パブリックコメントと説明会の実施

第6回 令和3年 8月18日 パブリックコメントへの対応方針について

　④第４部会【行財政運営、ＩＣＴ（情報通信技術）、協働】

　⑤調整部会

２　基本構想の審議経過

（１）審議会

　①第１部会【危機管理（防災・防犯等）、まちづくり、産業、みどり】

　②第２部会【福祉、医療・健康、環境、コミュニティ】

　③第３部会【子ども、学び、文化、スポーツ】
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３ 区民アンケート等の実施結果 

 実施状況等 

区民アンケート 

〇実施期間 

〇調査対象 

〇回答数 

令和 2年 4月 6日～4月 21 日 

区に住民登録している 18 歳以上の者 

1,286 人 

職員アンケート 

〇実施期間 

〇調査対象 

〇回答数 

令和 3年 3月 10 日～3月 27 日 

常勤職員、再任用（フルタイム・短時間）及び会計年度任用職員 

3,158 人 

中学生アンケート 

〇実施期間 

〇調査対象 

〇回答数 

令和 3年 2月 1日～2月 19 日 

区立中学校生徒 2年生（調査対象校を抽出） 

687 人 

外国人アンケート 

〇実施期間 

〇調査対象 

〇回答数 

令和 3年 1月下旬～3月上旬 

杉並区交流協会レターフレンド登録者等 

70 人 

区民懇談会 

「すぎなみちょこ

っトーク」 

〇実施日 

〇参加者 

令和 3年 3月 6日、3月 13 日の全 2回 

のべ 27 人 

※区内在住、在勤、在学の 18～25 歳を対象に実施 

 

４ 説明会の実施状況について 

（１）審議会委員による説明会 

 日  程 実施会場 参加者 

①６月２０日（日） 杉並区役所中棟６階第４会議室  ２１ 

②６月２２日（火） 杉並区役所中棟５階第３・第４委員会室  ２３ 

合           計  ４４ 

※ 開催時間は、①は午後４時～午後６時、②は午後６時～午後８時。 

（２）オープンハウス形式による地域説明会 

日  程 実施会場 参加者 

①６月２３日（水） 井草地域区民センター１階談話室  １１ 

②６月２４日（木） 西荻地域区民センター１階ロビー  ３１ 

③６月２５日（金） 荻窪地域区民センター１階ロビー  ２５ 

④６月２８日（月） 旧杉並第四小学校アリーナ（体育館）   ６ 

⑤６月２９日（火） 高井戸地域区民センター１階くつろぎの部屋  ３４ 

⑥６月３０日（水） 永福和泉地域区民センター１階展示室  ３７ 

合           計 １４４ 

  ※ 開催時間は、いずれも午後５時～午後８時。 
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杉並区基本構想審議会条例 

令和２年条例第５号 

令 和 ２ 年 ３ 月 16日 

 

（設置） 

第１条 杉並区の基本構想（杉並区自治基本条例（平成14年杉並区条例第47号）第14条

第１項の規定により定めるものをいう。次条において同じ。）を策定するため、区長

の附属機関として、杉並区基本構想審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

（所掌事項） 

第２条 審議会は、区長の諮問に応じ、杉並区の基本構想の策定に関し必要な事項につ

いて調査審議し、答申する。 

２ 審議会は、前項に規定する事項に関し、区長に意見を述べることができる。 

（組織） 

第３条 審議会は、次に掲げる者につき、区長が委嘱する委員42人以内をもって組織す

る。 

(１) 区民 20人以内 

(２) 区議会議員 ７人以内 

(３) 学識経験者 15人以内 

２ 審議会に、専門の事項を調査させるため必要があるときは、区長が委嘱する専門委

員を置くことができる。 

３ 委員の任期は、前条第１項の規定による答申が行われた日（以下「答申日」とい

う。）までとする。 

４ 専門委員の任期は、当該専門の事項の調査期間とする。 

（会長及び副会長） 

第４条 審議会に会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。 

３ 審議会に副会長１人を置き、会長が指名する委員をもってこれに充てる。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第５条 審議会は、会長が招集する。 

２ 審議会は、委員の半数以上の出席がなければ、会議を開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決する

ところによる。 

４ 審議会の会議は、公開とする。ただし、審議会の議決があったときは、非公開とす

ることができる。 

（部会） 

第６条 審議会に、特定の事項について調査審議するため、部会を置くことができる。 

２ 部会の委員及び部会長は、第３条第１項に規定する委員のうちから、会長が指名す

る。 

３ 前２項に定めるもののほか、部会について必要な事項は、審議会が定める。 

（委員以外の者の出席等） 

第７条 審議会及び部会は、調査審議のため必要があると認めるときは、委員以外の者

を出席させて意見を聴き、又は委員以外の者から必要な資料の提出を求めることがで
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きる。 

 

（委任） 

第８条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。ただし、附則第４項の規定は、答申

日の翌日から施行する。 

２ この条例は、答申日の翌日に、その効力を失う。 

３ 杉並区附属機関の構成員の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和50年杉並区条例第

31号）の一部を次のように改正する。 

〔次のよう〕略 

４ 杉並区附属機関の構成員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を次のように改正

する。 

〔次のよう〕略 
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